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大学入試センター研究開発部LANの構築と

インターネット接続

菊地賢一＊

要約一

　近年、日本でもインターネットが急速に普及してきた。教育の分野では、文部省と通産省の協調のもと

100校プロジェクト等により、大学だけではなく全国の小、中、高等学校等のインターネット接続が促さ

れてきている。大学に関する一般的な情報だけではなく大学入試の分野でも、インターネットを通じて合

格発表等を行っている六学もあり、．大学入試の広報活動の手段としても利用されるようになってきた・

　大学入試センター研究開発部においては、1994年11月から本格的なLocal　Area　Network（：LAN）の運

用とインターネット接続が開始され、現在まで利用されてきた。その間、電子メール、NetNews等を個人

として利用するだけでなく」研究開発部WWWサーバーの運用を通じて大学入試センターの業務内容、セ

ンター試験のデータ、研究開発部の研究内容についての情報提供も行って来た。・そこで、本稿では研究開

発部LANの現状と現在ま．での運用を通じて得た知見をまとめることとする。

　本稿では、まずインターネットの概略と現状を紹介する。次に、研究開発部LANを構築する際に検討し

たハードウェア、ソフトウェア両面の様々なサービスについて概説し研究開発部LA：Nの構成を紹介する。

また～現在まで研究開発部WWWサーバーを通じて行ってきた情報提供における送信データ量等の統計

データもまとめておく。

　本稿にまとめた研究開発部LANの構築と運用を通じて得た知見は、研究開発部：LANの今後の運用に役

立つとともに、研究開発部だけではなく同じ様な組織のインタ》ネットヘの接続を検討する際に参考とな

るものと思われる。また、大学入試センターの業務の一つである大学入試情報の提供に関しぞ今後検討す

る際にも、本稿は有用であると考える。

キーワード1インターネット、WWW、情報提供

　　　　　　　　　　　　　　　　　！

庫大学入試センター研究開発部情報処理研究部門
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1　はじ診に

　近年、日本でもインタ」ネットが急速に普及し

てきた。初期の段階での利用者は．大学、企業等の

研究者中心であったが、電予メールを中心とした

パソコン通信との相互乗り入れや、なによりもま

してWorld　Wide　Web（WWW）と個入向けイン

ターネット接続サービスの普及によって、インター

ネットの利用は研究者以外の利用者にまで広がっ

た。教育の分野では、文部省と通産省の協調のもと．

（財）コンピュータ教育開発センター（C：EC）による

100校プロジェクト（石田・後藤、1995・P185－186）

等により、大学だけではなく全国の小、中、高等

学校等のインターネット接続が促されてきている・

大学入試の分野でも、東京理科大学、東京電機大

学等多くの大学がインターネットを通じて合格発・

表等を行っており、大学入試の広報活動の手段と

しても利用されるようになってきた。また、各種

学会もインタヲネットを通じて情報提供を行うよ

うになってきた。例えば、統計学関連学会では南他

（1995）や統計数理研究所（1997）等の試みがある。

　大章入試センター研究開発部においては｛1994

年11月から本格的なLocal　AreaNetwork（：LAN）・

の運用とインターネット接続が開始され、現在ま

で利用されてきた。その問、電子メール、Net：Npews

等を個人として利用するだけでなく・研究開発部

WWWサーバーの運用を通じて大学入試センター

の業務内容、センター試験のデータ、研究開発部

の研究内容についての情報提供も行って来た。そ

こで、本稿では研究開発部LANの現状と現在ま

での運用を通じて得た知見をまとめることとする。

なお、研究開発部：LA：Nは、もともとインターネッ

トに接続されている組織の下流のネットワークと

して構築されたものである。本稿でまとめるイン

ターネット接続の手順は、組織内の一部署に新た

にLANを構築しインターネットに接続する際の手

順を中心とする。なお、組織単位でインターネッ

トに接続する際の手順は、WIDE　Project（1996）

等で詳しく紹介されている。

　本稿では、まずインターネットの概略と現状を

紹介する。次に、研究開発部：LANを構築する際に

検討したハードウェア、ソフトウェア両面の様々

なサービスについて概説し研究開発部LANの構

成を紹介する。また、現在まで研究開発部www

サーバーを通じて行ってきた情報提供における送

信データ量等の統計データもまとめておく。

　本稿にまとめた研究開発部LANの構築と運用

を通じて得た知見は、研究開発部LANの今後の運

用に役立つとともに、研究開発部だけではなく同

様にインターネットに接続されている組織のド流

のLANとしてインターネット接続するような場

合に参考となるものと思われる。インターネット

の利用に際して特に重要なことの一つは、利用II∫

能な資源の多くは、ある利用者が持っている資源

（情報）を他の利用者に対して提供することによっ

て成り立っていることを認識すべきである点であ

ろう。・この観点から、大学人試センダーの業務の

…つである大学入試情報の提供方法を将来へ向げ

て考える際にも本稿は有用であると考える。

豊　インターネットとは

　大学や企業1研究所等では、複数のコンピュータ

間で惰報を交換するためにLANを敷設している6

これらのLムNはそれぞれ物理的に異なるネット

ワークとなっている場合もあるが、それらの違い

を吸収し相互に機能できるようにする技術をイン

ターネットヴーキングと呼ぶ。この技術の基盤に

・は、TCP／IP（村井純・楠本博之、1996）と呼ばれ

ているプロトコルがあるが、これは米国の高等研

究計画局（Advanced　Research　Prρjects　Agency、

ARPA）によって資金が出された研究の成果であ

る。インターネットとは、このような技術を使っ

て：LANが相互に世界規模で接続されているもの

である。　　　　　　　　　　　　≠

2．1　インターネットの歴史

　現在のインターネットは、1980・年ごろから始

まった。まず・ARPAがその研窓ネットワークで

あるARPANETを1980年ごろからTCP／IPプ
ロトコルに変更し始め、そのARPA：NETがイン

ターネットのバックボーンと．なった。その後1983

年1月、0伍ceof嶺eSecretaryofDefenseが
長距離のネットワークに接続されているマシンは

TCP／IPを使うように要求しインタ｝ネツトの技

術の導入が完了．した。そして、ARPANETはDe－

fense　Communication　Agency（DCA）により、研
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究用のARPANETと軍用のMILNETの2つに分
割された。また、ARPAは大学の研究者がTCPIIP

を導入しそれを低コストで利用可能にすることを

考えた。当時、Califomia大学のBerkeleyソフト

ウェァディストリビューションから提供されていた

BerkeleyUNIXあるいはBSDUNIXと呼ばれる
UNIXオペレーティングシステムが、大部分の大

学の計算機科学科で採用されていたが、ARPAは
　　　　　　るこのUNIXオ畔レーティングシステム『にTCP／IP

プロトコルを実装するための資金を提供した。こ
　　　　ヤ　
のようにして、TCP／IPはUNIXオペレーティン

グシ系テムを中心に発達した。1986年、全米科

学財岡（：NationaLScience　Foundation、NSF）は

ARPANETと結び付ける新たな長距離バックボー

ンとして6カ所のスーパーコンピュータセンター
　　ダ
を結ぶNSFNETを作り、1990年、ARPANETは
NSFNETに任務を引き継ぐ形で運用を停止した。

2．2　日本におけるインターネット

　日本におけるインターネットの歴史は、1984年

に慶雁大学、東京工業大学、束京大学の3大学を結

んだ実験ネットワークJUNETから始まった（山本

和彦、1994、PllO、南他、1995）。JUNETはボラ

ンティアベrスで運用されていたため営利目的の

利用は禁止されていたが、大学だけではなく企業

等にも着実に広まった6また、JUNETでは現在の

ような専用線等による定常的な接続方法ではなく、

通常の電話回線を用いた安価なUUCP（Unix－to－

Unix　CoPy）と呼ばれる問欠的な接続方法が用い

られていた。このため、電子メール等は参加組織

の問をバケツリレーのような方法で配送されてい

た。その後、JUNETは参加組織の増大によりボラ

ンティアベースでの運用が困難になったことや定

常的な接続の普及等により、1992年5月、JUNET

協会へと発展的に解消された。

1988年WIDEプロジェクトが、専用線等を用

いたlntemetProtoco1（IP）接続によるネットワー

クの実験を開始した。また、TISNやJAI：Nといっ

たプロジェクトも発足している。以下に、日本に

おける中心的な学術研究ネットワークを示す（石

H1晴久』後藤滋樹、1995ぐP92－97）。

轡WIDEインターネット

WIDEインターネットは、WIDEプロジェク

トにより研究活動の実証環境を提供するため

の実験基盤ネットワークとして利用されてい

る（http：／／www，wide．adjp／）。

轡国際理学ネットワーク（TISN）

　TISNは、東京大学理学部が中心となって、

　理学研究の発展を目的として運用されている

　ネットワークプロジェクトであり、1988年

　に設立された。非営利、非軍事的な学術研究

　を目的とした研究機関を相互に接続している

　（http：／／www。tisn．adjp／）。

麟Japan　Academic　Inter－university　Network

　（JAIN）

　JAI：Nは、1988年から文部省科学研究費

　補助金を受けて推進してきたネットワー

　クであったが、現在では、JAIN　Consor・

　tium（JC）として研究活動を行っている

　（httpl／／wwwjain。adjp／）。

⑲Japan　Organized　InterNetwork（」OIN）

　」OINは、1992年n本BITN：ET協会（現
’
」
O
I N協会）によって開始された学術教

　育研究を目的としたネットワークである

　（http：／／wwwjoin。adjp／）。

㊨学術惰報ネットワーク（SINET）

　SINETは文部省学術情報センターによって

　1992年より運用されているネットワークであ

　る。大学入試センターはこれに加入している。

　この他に、営利目的で利用できるHJインター

ネット（IIJ）やAT＆TJensSpinインターネット

サービス（Spin）等の商用ネットワー久東京地域

アカデミックネットワーク（TRAIN）や九州地域

研究ネットワーク（KARR：N）等の地域ネットワー

クがある。

2．3　ドメイン名

　インターネットに接続されているマシンは、32

ビラト固定長のビット列であるIPアドレスによっ

て管理されており、IPアドレスはネットワークを

表す部分とホストを表す部分に分かれている。IP
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アドレスのネットワーク部はインターネット全体で

一意に割り当てられ、ホスト部は同じネットワーク

番号を持つホストの中で一意に割り当てられてい

る。各ホストのIPアドレスは、このネットワーク

番号とホスト番号の対で構成され、インターネット

全体で一意に定まる（WID：E　Project、1996、P75－

83）。IPアドレスの表記は32ビットを8ビットず

つに区切って10進表記したドット表記が広く用い

られている。（例えば、202232、189ユ1等となる。）

　IPアドレスのような数字はシステム側では管理

がしやすいが、利用者にとってはわかりにぐい。そ

こで、インターネットではIPアドレスとは別に文

字列により構成されるホスト名を割り当てて、IP

アドレスの代わりに用いる。このホスト名は現在

ではDomainNameSyste血（DNS）と呼ばれるシ

ステムにより管理されている。DNSは、ホスト名

と建アドレスの対応を管理している。また、DNS

ではホスト名は階層的な構造となっており．例えば

大学入試センター研究開発部のfooというマシン

は・foo・rd・dnc・acjpとなる。これは日本（jp）の教

育および学術機関（ac）の大学入試センター（dnc）

の研究開発部（rd）の£ooというマシンという意味

である。

　このドメイン名の割り当ては日本ではJPNICと

いう組織が行っているが、原則として

組織名．組織属性．jp

という表記となる・。論文執筆時に用いられ

ている組織属性を以下に示す。（最新情報は、

http：／／www。nic・adjp／を参照。）

⑳ac　l教育および学術機関1

　大学、大学共同利用機関、大学校等

㊨co　l企業（または営利法人）1

⑳go　l日本国政府機関1

　政府機関、各省庁所轄研究所等

⑱or　l団体1

　財団法人、社団法人等やac、CO、90に属さな

　い法人等

馨nelネットワークサービス1

営利または非営利でネットワークサービスを

提供する際の顧客の識別子の一部として利用

されるドメイン名

麟ad［JPNIC会員1

　また、最近ではドメイン名選択の幅と名前空問

の拡大や個人・地域密着紐織（高等学校以下の学

校、役所等）の収容のために地域型ドメイン名の

割り当ても行われている。地域型ドメインは、

組織名。市区町村名．都道府県名（政令指定都市

名）。jp

となっており、例えば千葉県習志野市にある千葉

県立FOO．高等学校は、foo－hs．narashino．chib吋P

となる。

3　研究開発部LANの構築とイ
　　ンターネヅト接続

　本節では、まずLANを構築する際の検討事項

について一般的に論じ、第3．2節以降で研究開発部

LANの構築とインターネット接続について具体的

に記述する。’

3。1　LAN構築に際して

　本節では、LANを構築する際の一般的な検討事

項について記述する。LANを構築する際には、主

たる利用目的が何であるかを把握する必要がある。

例えば、データベース等を用いて情報を共有する

というような本来の目的でLANを利用する場合

と、LANとして利用するというよりもむしろイン

ターネットに接続するためにLANを利用すると

いう場合が考えられる。

　データを共有するためにLANを利用する場合

は・どの，ようなデータを共有実尋必要があり・どの

程度ネットワ」クに負荷がかかるのかを特に検討

しておかなければならない。それによって、：LAN

を管理するためのOSや物理的な配線を決める必

要があるからである。例えば、データの通信が集中

し負荷が高恥と予想される部分にはデータ転送速

度の大きい配線を使用する必要がある。また、～OS

に関しては通信するデータの量により決まってし

まう場合もあるが、LANを効率的に利用するため
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にできる限り利用者の使い易さを優先してOSを

決定する必要がある。

　一方、インターネットに接続するためにLAN

を構築する場合、LANを管理するためのOSには

UNIXを用いることが多い。現在では、Windows

NTやMac　OS等も利用可能ではあるが、UNIX

の方が利用できる各種サーバ用のアプリケーショ

ンも多く、インターネットに対しての親和性が高

い。また、多くの組織がUNIXを用いて管理を行っ

ているため；1・ラブルの際の対処方法等も豊富に

．手に入れることができる・インターネットヘの接

続方法ヒ関してはそれぞれの組織によって事情が

変わづてくるが、例えば、組織内のある部署がイ

ンターネットに既に接続されていて、そことは別

の部署で新たにLANを構築しインタ「冬ツトに

接続するような場合には、次節以降の研究開発部

LA：Nに関しての具体例が参考になると思われる。

3．2　1Pアドレス、ドメイン名およびイ

　　　ンターネットヘの接続

　大学入試センターでは既にSINETに加入し、

研究開発部以外の部署がインターネットに接続さ

れていた。取得していたドメイン名はdnc．ac伽

であり、割り当てられているアドレスは、CIDR

（Classless　Inter－Domain　Routing）ブロックで

202．XXX．122．0／23である。（XXXの部分は、セ

キュリティのため伏せ字とした。）CIDRでは、／

の後の数字がネットワーク部のビット長を表して

いるので、これは従来のクラスCすなわち、ネッ

トワーク部が24ビットのネットワークで表すと

・202．XXX．122．0と202．XXX。123．0が割り当てら．

れていることになる。他の部署で202．XXX．122．0

を既に使用していた（本稿ではそのネットワーク

をdncnetとFいうネットワーク名で呼ぶことにす

る。）ので・研究開発部LANには2028XXX・123・0

が割り当てられた。この割り当てられたアドレス

で250台あまりの計算機を直接インターネットに

　　　　　　　の接続して利用できることになる。

　また、研究開発部：LANのドメイン名を
rd。dnc．ac4P、ネットワーク名をrdnetとし、イン

ターネット、への接続は、dncnetの下流のネットワー

クとして桜続するものとした（図1参照）。これは、

dncnetが既にS亙NETに接続されているため、下

流として接続した方がSINETと大学入試センター

間の接続のためのハードウェア等を新規に導入す

る必要もなく、設定の変更も最小限におさえるこ

とができるためである。

3．3　ケーブル配線

　まず、配線の種類に関して検討を行った。研究

開発蔀は定員18名と小規模であることと研究の分

野から見てもそれほどネットワークに対する負荷

が高いとは思われないため、10M［bpsのEthemet

で十分だと判断した。また、10MbpsのEthemet

には10Base。5、10Base－2、10Base－Tという種類

がある（小林佳和、1994、p64－65）。それぞれの規

格は、前述の順に線の太さが細くな？ていきケー

ブルの引き回しが容易になっていく代わりに、許

される長さが短くなっていく。10Base－Tでは規格

上100mまでの長さが許されており．Hubからス

ター型にネットワークを組むことになる。研究開発、

部の研究室の配置から中央付近にHubを置くこと

で100m以内のケーブルで配線を行うことが可能

であり、研究開発部LANでは基本的に10Base－T

によって配線を行うことにした。なお、配線はカ

テゴリー5という規格で行っておく。こうしてお

くと、将来Hubを100Mbpsのものに取り替える

だけで、100Mbpsでの運用（100Base－T）が可能で

ある。

　具体的な所内の配線も図1に示した。まず、dnc－

netは建物の2階にあり研究開発部の研究室は3階

である。このため、まず10Base－5で2階から3階

までケーブルを引き、そこにHubを取り付けるこ

とにした。ユOBase－5は引き回しは困難だが規格上

許されるケーブル長が長いため、このように建物

内の基幹部分や建物問の配線に用いられることが

多い。また、最近では建物開の配線には、落雷や

電圧差対策のため光ケーブルが用いられることも

多い。10Base－Tのケーブルのモジュラージャック

はいわゆるISDNのモジュラージャックと同じ大

きさのものである。各研究室および共有のスペー

スにメスロのモジュラージャックを1～4口ずつ配

置することにすると、合計36口必要となった。メ

スロを用意しておけば、各ユーザはそこから自分

のコンピュータを配置したい場所までの10Base－T

のケーブルを用意しさえすればよいので、研究室
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内でのケーブルの引き回しが容易になる。10Base－

5にネットワーク機器を取を）付けるためには、ト

ランシーバが必要である。ここでは1個で4台の

ネットワーク機器を取り付けることのできる4口

のマルチポートトランシーバを用いて、そこに12

口のHubを1台と8口のHubを3台取｝）付け、

10Base－Tを36口を確保した。Hubは多段階に接

続すること（カスケード接続）が可能である。ただ

し、カスケード接続には単純なケースで考えた場

合、任意の1マシン間の通信路にHubが4台までと

いう制限がある。図1のHubの配置であれば、ど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　きの研究室でも各モジュラージャックの先にユ台の

Hubが配置できるため、必要な口数のHubを後、

から導入することで接続するマシンの数を増やす

ことが可能である。

3．4　ネットワーク機塁

　まず、dncnetと研究開発部：LANの接続である

が、外部宛てのIPのパケットをインターネットヘ

送り出し、研究開発部LAN宛てのパケットを受け

取る（IPのルーティングを行う）ためにIPのルー

ターが必要である。ルーティングを行う機能のみ

の専用ルーターもあるが、研究開発部ではワーク

ステーション（WS2）にSecondEthemetボードを

挿したものを利用することにする。これは、ルー

ターとして機能するだけではなく通常のワークス

テーションとしても利用できる上、コスト的にも

専用ルーターよりむしろ安いケースもあるからで

ある。このWS2はメンテナンス上研究開発部の

研究室内にある必要があったが、配置上研究開発

部：LANの・10Base－5に直接接続することができな．

かったため、研究室に取り付けた10Base－Tの口

に取り付けた。この接続方法では研究開発部LAN

の10Base－5のケーブルは実質的に必要ないことに

なるで図1参照1が、後に別ネットワークが研究開
　　ヤ　　　　　　　　　　　　　ノ

発部LANの下流に接続されたため、’現在はそのた

めに利用されている。そして、電子メール、DNS

等の各種機能のサーバーとして、もう1台ワーク

ステーシヨン（WS1）を導入した。

研究開発部LANで利用されるパーソナルコンピ

ュータとしては、当時PC／AT互換機、NEC　PC98

シリーズ、ApPleMacintoshを考えた。PC／AT互

換機とNEC　PC98シリーズをネットワーク接続す

るために、当時はWindows95が開発されていな

かったため、EthernetボードとTcPIIPを使うた

めのソフトウェアを必要台数分購入した。Apple

Macintoshに関しては、特にソフトウェアは必要

ないが、：EthemetボードやEthemetアダプタを

購入した。また、必要な10Base－Tカテゴリー5

のケーブルも購入した。

　ネットワークで利用できるPostscriptプリンター

としては当時は直接TCP／IPを扱えるプリンター

は少なく、AppleTalk（Macintoshで利用されるネ

ットワークプロトコル）等を扱えるものが多かった。

そこで、既存のAppleTalk用のPostscriptプリン

ターをUMXからも利用するためにAPPleTalk用

のゲートウェイを導入した。これにより、プリン

ターだけでなくMacintoshとUNIX問でのファイ

ルの共有も可能となる。（この機能は、UNDζでソ

フトウェアによって行うことも可能である。）た

だし、現在では多くのネットワーク対応のプリン

ターはTCP／IPを扱えるので、あまり導入するメ

リットはないと思われる。

3、5　各種サーバー等

　以下に、研究開発部LANで運用を行っ．ている

主なサーバーを説明する。

㊨DNSサーバー

第2．3節で説明したDNSを管理するため

のサーバーを用意する必要がある（WIDE

Project、1996、P84－85）。インターネットで

は一般に、参加組織のドメインに関するプラ

イマリサーバーを組織内で運用し、信頼性や

応答性を良くするための最低1つのセカンダ

リサーバーをインターネット内に配置してい

る。（セカンダリサーバーは、プライマリサー

バーの情報のコピーを持っている。）研究開発

部：LANの導入後、研究開発部：LANのマシン

で大学入試センターのプライマリサーバーを

引き継ぎ、WS1をdnc。acjpとrd、dnc．acjp

のプライマリサーバーとして運用することに

なった。また、外部のセカンダリサーバーは

SINETのプロバイダである学術情報センター

で引き受けてもらっている。

馨電子メールサーバー
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各ユーザが電子メール虐送受信するためには、

電子メールサーバーが必要である。現在では～

MacintoshやWindows：NTでもサーバーの
運用が可能であるが、一一一般的にはUN亙Xの

マシンを利用することが多い。まず、DNSに

rd．dnc．acjp宛ての電子メールをどのマシンで

受け取るか登録しなければならないが、研究

開発部LANでは通常はWS1で受け取り、も

し動作していなければWS2で受け取るように

設定した。UNIXでは、電子メールサーバーの

機能をsendmai1というプロセス（プログラム）

力暫テうが、この曳ndmai1の設定はsendmaiLcf

というファイルで行う。sendmai1．cfの設定で、

WS1ではrd。dnc。acjF宛てのものを受け取り、

それ以外の特別な宛て先でないものは直接外

部へ配送する。WS2では、特別な宛て先でな

い限りはWS1に電子メールを配送するよう

に設定した。よって、ユーザはWS1を電子

メールサーバーとして利用することになり、

ユーザが電子メールを読み出すためのPOP

サーバーもWS1で行っている。また、ある
グループ全員に1度に同じメールを送信する

ための仕組みであるメーリングリストについ

ては、当初、全教官宛てと全rdnetユーザ宛

てのものを用意した。

⑱NetNeWSサーバー

電子メールと避いNetNewsは．インターネッ

トにおける電子掲示板のようなものである

（WIDEProject・1996、P153－156）。ただし、

ニュースといっても発信を専門に行っている

機関があるわけではなく、ユーザ各々が提供

する惰報が記事として発信されていく。記事

はどこか1つの場所にあつめられているので

はなく、バケツリレー方式で送られていく。各

NetNewsサーバーは隣のサーバーの持ってい

ない記事をそのサーバrに配送するという方

式を繰り返すことにより．記事がインターネッ

ト上を配送されていく。研究開発部LANで

は、WS2をNet：Newsサーバーとし、学術情

報センターのNe餌ewsサーバーと記事の送

受信を行っている。また、運用に先だって学

術情報センターに配送の申し込みを行い、購

読するニュースグループを指定した。！

鯵NTPサーバー

コンピュータの保持している時刻を正確にす

るために、WS1でNTPサーバーを立ち上げ

ている（Wlp：EProject、1996、P304－308）。セ

シウム原子時計やGPS等外部の時計を参照

しているNTPサーバーをstfatum1と呼ぶ

が、WS1はそれらのst士atum1のサーバーを

参照しているstratum2のサーバーである。

このNTPによる時刻合わせはUNIXマシン

だけでなく、MacintoshやWindowsでも利

用が可能である。

⑭WWWサーバー

研究開発部では1995年9月からWWWサ
ーバーを運用し、研究開発部の研究内容の紹

介やセンター試験のデータを公開している。

WWWサーバーへの外部からのアクセスに

関しての統計資料を第4．2節で示す。・当初セ

キュリティよの安全1生を重視し、W磯STAR

という市販のソフトを使いMadntosh上で運

用を開始したが、個人のホームページを公開

するユーザが増えたため、利便性を考え現在

はWS1で運用している。、

3．6　ユーザヘの利用方法説明について

、新たにLANを構築する場合には、ユーザに対

．してのインターネットの仕組みや利用方法に関す

る説明が必要である。研究開発部では、運用を開

始した1994年11月にインターネットの概要も含

めた研究開発部LANの利用方法1こ関㌢て説明会

を行っている。特に電子メ｝・ルの利用方法に関し

て説明を行っ．た。その後、・説明会をNetNews、モ

デムの導入の際にそれぞれ1995年3月と4月に
行っている。，初心者を対象としたインターネット

の利用方法に関しては、山本（1994）等に詳しく解
芸麟5♂あ｝プ、、づ　　　　　　　　　　　　　　寄
賜ごイし曳v覇Oo　　　・　　　　．　．皆

4研究開発部WWWサーバー
　　に関して

研究開発部では11995年9月よりWWWサーバ

ーの運用を行づているもUniformRes6urc6：Locator

（URL）は・http：／／www・rd・dnc。acjp／である。（論
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表1研究開発部WWWサーバーのアクセス状況

アクセス数 送信ファイル数 送信データ．竃

集計期問での合計 29，883 455，014 3．15GB

1日当たりの平均 51 775 5，50MB

1995年9月6日～1997年4月，15日の集計結果

文執筆時においては、http：〃www。dnc。acjp／でも

参照可能金∂このUR：Lは、WWWにおいてイン
タ｝ネッ詳上のリソースヘの参照方法と場所を表

　　　ずすために用いられており、一般的には、

アクセス方法ヅノサーバー名称［3ポート番号コノパ

ス名

と記述される（WIDEProject、1996、p203－208）。

アクセス方法には血ttpの他にftp等さまざまなプ

ロトコルを指定できる。サーバー名称には、直接

IPアドレスを指定することもできる。また、ポー

ト番号はそれぞれのアクセス方法の標準のポート

を使用する場合には省略が可能である旦

4．1　公開内容について

研究開発部WWWサーバーにおいて提供を行っ
ている主な内容は、以下のようになっている。

趨大学入試センターの紹介

　大学入試センダーの業務内容等を紹介してい

　る。

㊨研究開発部の紹介

　研究開発部の研究内容と教官の紹介や各教官

　のホームページヘのリンク等がある。

轡センター試験についで

　センター試験の受験者数や平均点等のデータ

　を公開している。

禽大学のホームページヘのリンク集

　国内外の大学のホームページが検索できるペ

　ージを紹介している。

研究開発部WWWサーバーにおいて各ユーザは

HyperText　Markup：Language（HTML）によって

記述されたハイパーテキストで自分のホームペー

ジを作成し、公開することができる。WWWで

は、ハイパーテキストを用いで情報の統合化を実

現している。（詳しいHTMLの記述方法に関して

は、武舎他、1995a、1995b、吉村他、1995等を参

照。）研究開発部ΨWWサーバーのホームページ

もHTMLを用いて記述されている。以下に例と

してその一部を示す。

くHT賊L〉

くHEAD〉

≦TITLE＞大学入試センター研究開発部く／TITLE〉

く／HEAD〉

くBODY＞

こ
．

こは、大学入試センター研究閉発部の

有志が運営しているサーバーです。

このホームページに関しての

ご意見等がございましたら、

〈ADDRESS〉

鷲鼎一ad皿inOrd・dnc。ac・jp

｛／ADDRESS〉

まで、ご連絡ください。なお、センター試験に

関してのご質問等は原則的に

お答えできません。

〈／BODY〉

く／HT肌〉

HTMLは通常のテキストファイルであり、上記の

ようにタグを用いることでNetscape等のブラウ

ザを通して見た場合の整形を行っている。

4．2　アクセス状況

　研究開発部WWWサーバーは、運用開始以来

，雑誌（ソフトがン久1995a、p110、1995b、p102）

等で紹介され、H本のみぞはなく世界中からアク

セスされている。運用開始．（1995年9月6日）か
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ら1997年4月15日までのアクセスの状況を表1

に示した。この表では、研究開発部：LANの外部に

対する送信を集計の対象とし、アクセス数は外部

からのトップページヘのアクセス回数を表してい

る。また、dncnetあるいは研究開発部LANの運

用上の理由でサーバーを停止している期間もあっ

たが、単純に1日当たりの平均を計算した。ペー

ジの内容（画像データの量等）に依存するのでこの

表の数値を一概に見ること嫉できないが、表1に

よると外部からのアクセス回数は1日当たり51回

であり、それに対して1日当たり5．5MBのデータ

を送信していることになる。ここでは、細かい資

料は示さないがセンター試験を実施した直後の期

問は、アクセス回数および送信されたデータの量

が多かった。

5　まとめと考察

　本稿では、インターネツトの概要、研究開発部

LANの構成とインターネットヘの接続方法、研究

開発部WWWサーバーの状況をまとめた。研究開

発部：LANは、1994年11月から運用が開始され、

電子メールやNetNews等が利用されてきた。運

用開始当初は、ワークステーションとMaci謡osh

を中心としたネットワークであり、Windowsで

動作するマシンに関してはワ智クステーションと

TCP／1Pで通信することが主な利用法であった。

しかし、Windows95の登場やWindowsNTの普

及により、ワークステーションとの通信のみでは

なくWi豆dowsのマシン問あるV）は他のOSのマ

シンとの問でのファイルの共有やプリンターの共

有が特別なソフトウェアを用意することなく可能

となった。このことを踏まえて、今後はWind。ws

のネットワークにおいても、WindowsNT等によ

るユーザの集中管理等を行って安全性の高いネッ

トワークにしていくべきであろう。

研究開発部WWWサーバーは、1995年9月か

ら運用され1997年4月までで外部への送信デー

タ量は3GBあまりにもなり、このことからもイ

ンターネットを通じ左情報提供、広報活動は、現

在では非常に有効な手段であるといえる。しかし、

現在のところは有志による運用ということもあり、

⑳情報の更新の頻度が少ない。

㊨寄せられた質問に対する正式な回答ができな

　いo

等の点から、速報性や双方向性等インターネット

を使った情報提供の大きな利点が失われてしまっ

ている。この点に関しては、今後検討が必要であ

ろう。

　研究開発部LANの構築と運用に関してまとめ

た本稿は、今後研究開発部LANを運用していく

ための重要な資料となるだけではなぐ、多くの部

．分は同じ様な状況でインターネットヘの接続を検

討している組織にとっても有用であると考える。
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Building the LAN in the Research Division of NCUEE and 

Connecting it to the Internet 

Kenichi KIKUCHI* 

Abstract 

Recently, in Japan the Internet rapidly became to be widely used, and many univ~rsities provided 

informations on the entrance examinations through the Internet. In the Research Division of the National 

Center for University Entrance Examinations (NCUEE)? the Local Area Network (LAN) was built and 

connected to the Internet in November 1994. It was not only used for e-mail, NetNews, etc., but, by 

operating the WWW server on it, the informations about the roles of NCUEE, research and development 

activities of the Research Division and statistical results of the National Center Test for University 

Admissions were provided. In this paper the current status of the LAN was described and the learnings 

obtained from operating it have been summarized. 

First, we introduced an outline of the history and current status of the Internet. Next, we described 

the construction of the LAN and the servers operating on it. And finally we summarized the statistical 

results of the transmitted data ~rom the WWW server. This paper would be helpful not only to those 

who maintain our LAN in the future but also to those building a LAN and tonnecting it to the Internet 

in a similar environment. Finally, it was also hoped that 'this paper would become u~eful when our official 

service for highschool students would begin to provide the university entrance examination informations 

through the Internet. 

Keywords: the Internet, WWW, providing information 

~ 

~Information Processing Section, Research Division, The National Center for University Entrance Examinations. 

2-19-23 Komaba, M~guro-ku, Tokyo 153 Japan. Telefax: 81-3-5478-12979 e-mail: kikuchi@rd.dnc.ac.jp 


	要約
	1 はじめに
	2 インターネットとは
	3 研究開発部LANの構築とインターネット接続
	4 研究開発部WWWサーバーに関して
	5 まとめと考察
	謝辞
	参考文献

